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平成25年度　事 業 実 施 報 告 書

技術開発､研究開発技術開発支援事業分類名
（中項目）

調査研究及び研究助成事業

実施体制事業経緯北陸地方建設事業推進協議会 平成25年度「建設技術報告会」

事業名
（大項目）

事業区分

事業名
（個別メニュー）

担当所属継　続 実行委員会 技術部

　本事業は、北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るため、官公庁及
び民間の建設会社において、新たに研究開発された新技術、新工法等を報告
することにより、研究開発技術の普及・促進に寄与するものである。

主催：北陸地方建設事業推進協議会 平成25年度｢建設技術報告会｣実行委員会

北陸地方整備局、新潟県、富山県、石川県、新潟市、東日本高速道路(株)新
潟支社、中日本高速道路(株)金沢支社、(一社)日本建設業連合会北陸支部、
(一社)日本道路建設業協会北陸支部、(社)新潟県建設業協会、(一社)富山県
建設業協会、(一社)石川県建設業協会、(一社)建設コンサルタンツ協会北陸
支部、(一社)日本建設機械施工協会北陸支部、北陸土木コンクリート製品技
術協会、(一社)プレストレスト･コンクリート建設業協会北陸支部、北陸ＰＣ防雪
技術協会、(一社)新潟県融雪技術協会、(財)新潟県建設技術センター、北陸
地質調査業協会、(一社)日本埋立浚渫協会北陸支部、(一社)北陸地域づくり
協会、(一社)日本橋梁建設協会北陸事務所

■開催日時：平成25年10月2日（水） 9:30～16:30
■開催場所：朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）
■プログラム：
　・開会式－9:30～9:40
　　　開会挨拶：今野 和則（北陸地方整備局 技術調整管理官）
　・基調講演－9:40～10:40
　　　演題「雪につよいまちづくり～発想の転換～」
　　　講師：丸山 結香（(有)ＭＡＸ・ＺＥＮ Performance consultant 代表取締役）
　・技術報告（分科会）－10:50～16:10
　　　2会場で32技術の発表
　・閉会式－16:20～16:30
　　　総評・挨拶：大石 登（実行委員長、北陸技術事務所長）
■その他
　・パネル展示コーナー（開発技術等のパネル展示：29企業）
■聴講費：無料
■参加者：行政職員153名、民間企業418名

　平成7年度より毎年開催しており、今回で18回目となる。
　厳しい社会経済情勢から、建設事業においては品質の確保及びこれまで以上
に効率的かつ効果的に進めることが必要不可欠であり、そのためには新技術・
新工法の活用・普及が重要課題である。このような時代背景を象徴して、参加者
も5年連続で500名を越える大盛況であった。
　新技術・新工法における情報交換の貴重な機会として大変有意義であり、「今
後も続けて欲しい」との意見（アンケート：95％）や「様々なニーズに対応した技術
開発が進められたことを再確認した」など、新技術に対する意識の向上が図られ
ていた。また、基調講演では国土交通行政のあり方についてお話しいただき、今
後も今回のような基調講演を取り入れてほしいとの要望を得た（アンケート：
75％）。

一般社団法人 北陸地域づくり協会

技術報告発表状況基調講演


